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今月の視点
社会保険支払基金改革への疑問

常任理事　萬　　忠雄

　社会保険支払基金では、令和元年 5月 15日に
成立した支払基金法を含む健康保険法等の一部
を改正する法律に基づき、これまでの支部完結型
の業務実施体制から本部統一的な業務実施体制に
見直すためため、2021 年 4月に各都道府県の支
部を廃止し、職員によるレセプト事務点検業務は
2022 年度以降、順次全国 10 か所程度の審査事
務センターに集約していくこととなった。理由は
不合理な支部間差異を解消するためとされている
が、実態は職員の削減による人件費削減と、審査
に対する中央の権限強化と思われる。
　保険審査における支部間差異に関しては以前よ
り問題視されており、この検証のため、平成 21
年 8 月診療分のレセプト審査を査定率が低い山
口支部と、査定率が高い福岡支部との交換審査（中
立的立場として千葉支部が両県のレセプトを審
査）が行われた。本会報平成 22年 9月号の「今
月の視点」で述べたが、レセプト査定箇所は各
支部バラバラであり、一支部のみで査定 86.7％、
複数支部で査定 13.3％であった。この結果を踏
まえ、予定されていた追加の検証はされず、支部
間差異検討委員会による差異収斂となって現在に
至っていた。今回の支払基金改革は、平成 30年
6月 15日に閣議決定された「規制改革実施計画」
により、支部の最大限の集約化・統合化を前提に、
集約化の在り方（集約可能な機能の範囲、集約化
の方法、集約化に伴う業務の在り方等）を早急に
検証し、結論を得た上で公表する。あわせて、そ
の検証結果を踏まえた法案を提出する。」とされ
たことによる。

　これに沿って、実証テストが全国 3か所で行
われた。
第１組
　　集約支部：宮城
　　被集約支部：福島
　　実施期間：2018 年 6月 8日～ 8月 9日
第２組
　　集約支部：福岡
　　被集約支部：佐賀、熊本　　
　　実施期間：2018 年 7月 10日～ 9月 7日
第３組　
　　集約支部：大阪
　　被集約支部：滋賀、京都、奈良
　　実施期間：2018 年 10 月 10日～ 12月 7日
　実証テストの実施結果は、平成 30年 12月 17
日に第１組と第２組について、そして令和元年 8
月 26 日に第３組について報告された。結果は、
実証テスト期間中の原審査での査定率の低下、再
審査に関しては大きな変動はなかった。原審査で
の査定率の低下は「職員と審査委員とのコミュニ
ケーションの問題が生じたため」と予想通りの結
果であった。
　職員へのアンケート調査では、被集約支部職員
の悲痛な声が多く寄せられ、医療機関からのアン
ケートでも返戻レセプトの遅延等 5.1％に障害が
あった。審査委員長会議（令和元年 10月 10日）
でも「職員を移動（80％の職員が対象）させるの
ではなく、IT を利用して業務を効率化すれば良
いのでは」、「気象条件の良い時の実証テストだけ
ではなく、冬期で交通の不便なブロック（例えば
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冬期の中国ブロック）での再実証テストをする必
要がある」等々の意見が出されたが、支払基金本
部の理事長の回答は「IT の使用は考えていない」、
「再実証テストはしない」であった。「結論あり
き」の委員長会議であり、変更はあり得ない状態
であった。
　全国の審査現場の職員、支部長、審査委員長の
ほとんどは今回の改定に不満を漏らしている。推
進しているのは、保険者、規制改革会議のメン
バー、厚労省医政局及び医政局から出向の理事長
だけではないかと思う。日本医師会も現状では反
対の立場である。
　第二次世界大戦のビルマ戦線において、反対の
多い無謀なインパール作戦を、ビルマ方面軍司令

官と、現地第 15軍司令官の主張により強行した。
その結果、参加した日本軍 10 万人以上のうち、
戦死者 3万人（2万人餓死）、戦病兵 4万人の大
損害を出して敗退したが、大本営を含め誰も責任
を取らなかった。
　孟子は作戦を成功させるためには「天の時、地
の利、人の和」が必要と説いているが、インパー
ル作戦にはそのすべてがなかった。
　今回の支払基金改革作戦には、規制改革会議の
声しか聞こえてこない。失敗すれば 70年に及ぶ
支払基金の組織は壊滅状態になると予想される。
誰が責任を取るのだろうか？
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